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複式１・２年 算数科学習指導案

１年 男子４名 女子３名 計７名
２年 男子４名 女子２名 計６名
指 導 者 Ｔ１ 泉 田 智 子

Ｔ２ 橋 口 俊 一

１年「ひきざん(2)」 ２年「かけ算(3)」１ 題 材

（１ 年） （２ 年）
２ 題材について
(1) 題材の価値
これまでに，子どもたちは，減法が用いられ これまでに，子どもたちは，乗法が用いられ
る場面を通して，具体物を用いた算数的活動を る場面を通して，乗法の意味を理解したり，こ
しながら，減法の意味について理解したり，そ の意味に基づいて乗法に関して成り立つ簡単な
れを式に表したり，被減数が10以下の減法の方 性質を調べながら，乗法九九を構成したりする
法を考えたりする学習をしてきている。 学習をしてきている。
そこで,本題材では,これまでの学習内容を基 そこで，本題材では，乗法九九の表にまとめ
にしながら，減法が適用される場面についての たり，かけ算ゲームに親しむ活動を通して，乗
理解を深めるとともに，ブロックなどを操作す 法のきまりに気付き，乗法九九の理解を一層深
る具体物を用いた算数的活動を通して，繰り下 めることをねらいとしている。さらに，身近な
がりのある減法の計算方法を考えることができ 問題を乗法のきまりを活用したり，かけ算の式
ることをねらいとしている。さらに,計算練習を で表したりすることを通して，かけ算のよさに
することを通して,念頭で正しく計算できること 気付き，生活の中で生かしていこうとする意欲
もねらいとしている。 を高めることもねらいとしている。
なお,この学習で培われた減法の考え方は，加 なお，この学習で培われた乗法の考え方は，
法・減法の演算決定や減法の筆算形式 ２位数 乗数と積との関係，交換法則・結合法則，０の，（ ）

，（ ） 。－（１位数）の学習へと発展していく。 乗法 何十 ×一位数の学習へと発展していく

(2) 題材の系統
【第１学年】 【第１学年】
いくつといくつ 10よりおおきいかず

・10までの数の合成・分解 ・２とび，５とびの考え方

ひきざん(1) 【第２学年】ひきざん(2)
・減法の意味 かけ算(1) かけ算(2)・ １位数）＋（１（
（求残・求差） ・乗法の意味 ・１～９の段の九九位数）で，繰り上

（１つ分の大きさ）×・減法の関係を式に がりがある加法の
逆の減法 かけ算(3)表す （いくつ分）＝（全部

・減法の答えが同じ ・九九表の構成・被減数が10以下の の大きさ）

になる計算 ・交換法則や数の乗減法
法的分解・減法の答えが同じ

になる計算 【第３学年】
かけ算 かけ算のひっ算

２・３位数）×（１位数）たすのかなひくのかな ・０の乗法 ・（
・３口の加法 ・加法・減法の演算決定 ・乗数が１ずつ増減 ・乗法のひっ算
【第２学年】 するときの積の変 ・暗算
ひき算 たし算とひき算 化

・減法の筆算形式 ・求大・求小 ・交換法則・結合法
・ ・加減の相互関係 則 ２けたのかけ算繰り下がりなし・繰 り下がりのある

・５×10，10×５， ・何十をかける乗法（２位数）ー（１， ２位数）
３位数）ー（１，２位数） ２位数）×（２位数）・ 40×３などの乗法 ・（ （
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(3) 子どもの実態
ア 調査日…１月29日（木）
イ 問題と正答率

ウ 考察
既習内容についての実態調査の結果から,ほと 乗法を表す場面図から，全員の子どもたちが
んどの子どもが,10以下の減法の計算や10の補数 （１つ分の大きさ）×（いくつ分）という見方
関係について理解できるようになっている。し ・考え方ができる。乗法九九についても確実に
かし，中には,10以下の数の分解はできるが,補 できるようになっている。ただし，３×８と７
数関係が文章化するととらえにくい子どももい ×６をときどき間違えるときがあるので，その
る。 都度しっかりと確認しておく必要がある。
また,減法適用場面の文章題では,文から問題 また，乗法適用場面の文章問題では，出てく
場面を思い描くことができず，式が立てられな る数を順番に書いて乗法の式を立てる子どもが

，「 」 「 」い子どもがいる。 ２名いるので １つ分の大きさ や いくつ分
これらのことから,ブロック操作や図をかかせ にあたる数を的確に判断する能力を培う必要が
るなど,もとの数量より減っていることに気づか ある。そのために，場面を絵に表したり，半具
せ,問題文全体より減法の場面であることを考え 体物を用いて数量を調べたりする具体的な活動
させる必要がある。 を通して，式を考えさせる必要がある。

(4) 題材の指導に当たって
ア 繰り下がりのある減法の場面の絵を見て， ア 九九表からいろいろなきまりを見付けさせ
どんな場面なのかについて話し合ったり,ブロ るために，九九表を作らせ，そこに線や色の
ックを用いて実際に「とる」操作を行ったり 印を付けさせながら，どのようなところに着
することで,減法の問題場面についてとらえさ 目しきまりを見付けたのか明確にさせていき
せていきたい。 たい。
イ 繰り下がりのある減法については,減加法が イ 身近な問題を乗法のきまりを活用したり，
中心となるが,減々法の場合についても考えて かけ算の式に表したりさせるために，既習内
いくようにさせていきたい。その際,式とブロ 容である「任意のまとまりのいくつ分」とい
ック操作を結び付けながら考えさせていきた う考え方・見方を再度確認しながら，考えさ
い。 せていきたい。
ウ 「ひき算カード」でいろいろなゲームをす ウ かけ算ゲームでは 「キャップ取りゲーム」，
る活動を設定し,子どもたちが楽しみながら, と「ビンゴゲーム」を基にしたゲームをさせ
繰り下がりのある減法の計算に取り組むこと ながら，九九表づくりの理解を深めたり，九
ができるようにしていきたい。 九の定着を図っていきたい。
エ 間接指導時に，子どもたちが主体的な問題解決的な学習が進められるように，Ｔ１は，直接

， 。指導時に学習の内容や手順などを明確に指示し 学習の見通しをしっかりともたせていきたい

（ ）調査人数６名
問 題 正答率

乗法の意味，立式
① ② ①100％

②100％

乗法九九の習得
③百ます計算 ③ 99％
※タイムの記録

～1＇59〝 ２人
2＇00〝～2＇29〝 ２人
2＇30〝～2＇59〝 ０人
3＇00〝～3＇29〝 １人
3＇30〝～3＇59〝 ０人
4＇00〝～4＇29〝 １人

乗法場面の理解
④ ６人がけのいすが９こあります。ぜんぶで ④100％
何人すわれるでしょうか。
⑤ 子どもが６人います。シールを８枚ずつ配 ⑤ 67％
ると何枚必要ですか。

（ ）調査人数７名
問 題 正答率

10以下の数の分解

① ② ①100%

１０ １０

②100%
６ ３

数の補数関係

③ 12は,10と□ ③ 86%

④ 10と４で,□ ④100%

⑤ 10と□で,19 ⑤100%

10以下の減法の計算

⑥ ７－２ ⑥100%

⑦ 10－６ ⑦ 86%
⑧ ８－０ ⑧100%

減法場面の理解

⑨ 折り紙が９枚あります。５枚使いました。 ⑨ 86%

何枚残っているでしょうか。
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また，Ｔ２は，つまずきが予想される子どもにヒントカードを与えたり，個別指導に当たった
りしていきたい。

， ， ， ，オ ガイド学習の際に 円滑な学習が進められるように Ｔ１は ガイド役に指示カードを与え
進め方や留意するなどを事前に指導しておきたい。また，Ｔ２は，ガイド役に適宜助言を与え
ながらガイド能力を高めていきたい。
カ 複式学級の特性を生かすために，学習の振り返りを同時に行い，お互いの学習内容の共通事
項を見付けたり，学習の様子を伝えたりしながら，異学年同士のかかわりを豊かにしたい。

２ 題材の目標及び評価規準
(1) 目標
(2位数)－(1位数)の減法で繰り下がりのある 乗法九九の理解を深めたり，乗法のよさに気
計算の意味やその方法を理解し,計算ができるよ 付き，それを生活の中で活用することができる
うにする。 ようにする。
(2) 評価規準
・ 生活の中から減法が用いられる場面につい ・ 乗法のきまりや乗法九九表を活用して，ゲ
て考え,具体物や半具体物を用いながら意欲的 ームを工夫したり，身近な問題に生かそうと
に解決しようとしている。 している。
・ 文や絵からの減法の場面が分かり,既習の減 ・ 九九を構成する中で，被乗数，乗数，積の
法の考えを用いて,繰り下がりのある場合の計 関係や，交換法則などの乗法のきまりに着目
算の仕方を考えることができる。 して考えることができる。
・ 減法の場面を式で表し,(2位数)－(1位数)の ・ 乗数のきまりを用いて，手際よく九九を構
減法で繰り下がりのある計算ができる。 成することができる。
・ (2位数)－(1位数)の減法で繰り下がりのあ ・ 被乗数，乗数，積の関係や交換法則が分か
る計算の意味やその方法を理解する。 る。

３ 指導計画

（全11時間） （全11時間）※特設ページ

主 な 学 習 活 動 関 数 表 知 主 な 学 習 活 動 関 数 表 知

く ・ 問題が減法の用いられる場面で， ○ ・ 乗法九九の表を作り，一の位が同 ○か
り 式と答えの求め方を考える。 じ数字のところに色を塗る。け

算さ
が ・ 繰り下がりのある減法の計算を10 ○ ・ 九九表から，いろいろなきまりや ○九
り のかたまりを使って考える。 特徴を見付ける。九

ひのの
あ ・ 減加法の計算の仕方を考え，説明 ○ ・ 被乗数と乗数の関係に着目し，答 ○ょ
る する。 えが同じになるわけを考える。う
ひ
き ○ か ○・ 減法の計算をいろいろな方法で解 ・ 切手やおはじき，星などの数を乗
き，減々法による計算の仕方につい 法の性質を使って式に表す。ざ け
ても考える。 （本時） （本時）ん 算

の
・ 繰り下がりのある減法の計算練習 ○ し ・ 飛行機で一人ぼっちをつくらない ○

， 。をする。 き ように座席を作り それを式で表す
（乗法の和）※

・ 減法適用の文章題を読み取り，式 ○ ・ 前時の学習を生かし，いろいろな ○
と答えを求める。 座席の取り方を考える。※

・ 絵を見て減法の問題を作ったり， ○ ま ・ 既習事項のまとめをする。 ○
発表したりする。 と ・ 九九の呼称を使って「九九おもし ○

め ろことばづくり」をする。

カ ・ 繰り下がりのある減法の計算カー ○ か ・ かけ算ゲ－ム（キャップ取りゲー ○
｜ ドを作って練習する。 け ム）を楽しむ。
ド 算
れ ・ 答えが同じカードを集め，被減数 ○ ゲ ・ かけ算ゲ－ム（ビンゴゲーム）を ○
ん と減数の関係を考える。 ｜ 楽しむ。
し ム
ゅ ・ カードを使ってゲームをし，計算 ○ ・ かけ算ゲーム（数のかくれんぼゲ ○
う に習熟する。 ーム）を楽しむ。※

・ 既習事項のまとめをする。 ○ ・ 「九九もようづくり」をし，各段 ○お チ
・ 「けいさんゲーム」をする。 の関連を見付ける。※いけ ンャ

こ ジレ
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（１年：４／11 ２年：４／11）４ 本 時
(1) 目 標
繰り下がりのある減法の計算の仕方を進んで 身近な生活の中で，乗法のきまりを用いて解
考えようとしたり,ブロックを用いて,差の求め 決できる場面があることに気付き，それをかけ
方をいろいろな方法で考えることができる。 算の式で表すことができる。
(2) 評価基準
繰り下がりのある計算の仕方について，減数 乗法のきまりを用いる問題場面から 「任意の，
が小さい場合，減数を分解して考えている。(数 まとまりのいくつか分」でかけ算の式を考え，
学的な考え方) 説明することができる （数学的な考え方）。
(3) 指導に当たって
・ 挿し絵や具体物を提示し,減法の場面を具体 ・ １つ分のまとまりの数を自分で決めてもよ
的にとらえさせ,考え方の多様性に気付くよう いことから，多様なかけ算の式ができること
にすることで,解決の見通しをもたせていきた に気付かせることで，解決の見通しをもたせ
い。 ていきたい。
・ 前時の減加法だけでなく,減々法に気付かせ ・ 単に立式させるだけではなく，立式した根
ていきたい。気付くことができない子どもは 拠（任意のまとまりのいくつ分）を明確にし
教師と一緒に,操作活動を行いながら考えさせ てから解決させたり，発表させたりしていき
ていきたい。 たい。

， ，・ 間接指導時にも主体的な問題解決的学習が展開されるように 直接指導時に学習内容や手順
時間等を明確に指示し，さらには，その指示内容を小黒板で提示しておきたい。
・ 両学年ともにガイド学習を位置付け，その際，学習リーダーには事前に学習の進め方を指導
しておき，指示カードを見せながら進行させていきたい。そして，成果や課題を明確に伝える
ことにより，ガイド能力を高めたり，次時からのガイド学習に対する意欲付けを行ったりして
いきたい。
・ 個に応じた指導を一層充実させるために，ヒントカードを準備したり，教育機器を活用して
いきたい。
・ 異学年同士ペアをつくり，前時や本時の学習内容を１年生が２年生に伝え，２年生はそれに
対して，感想を述べたりアドバイスをしたりしながら，異学年同士のかかわりを豊かにしてい
きたい。

(4) 本時

指導上の留意点 主な学習活動（第１学年） / 主な学習活動（第２学年） 指導上の留意点過程 位置 時間 過程

○２年生とペアをつ １ 減加法（前時の学習内容）を想起する （１年生が２年生に説明 ○説明したことに対。
くり，教科書やノ する ）③ して感想やアドバ。
ートを見ながら説 イスが言えるよう
明させる。 ２ 練習問題をする。 ８ ２ 学習課題を知る。 にさせる。
○学習リーダーの進 練 つ (1) 切手の数をかけ算で ○縦と横の数に着目
行で，練習問題を 【問題例】 習 か 表す。 させ，そのいくつ
させる。 ①16－９ ②11－８ す む ５×７ 分になるか考えさ
・学習の準備 ③18－９ ④11－７ る ⑤ ７×５ せる。
・問題提示と指名 ⑤14－７ ⑥12－５ ⑧
・確かめの指示

，○ブロックを用いて
答えの確認をさせ (2) 課題の内容を把握す ○(1)と比べ，きちん
る。 る。 と敷き詰められて

☆の数をかけ いない形状の中に
３ 学習課題を知る。 つ 算の式で求めま ある数を求めるこ
チョコレートが11こあ か しょう。 とに子どもの意識
ります。２こ食べると， む を焦点化し，めあ
のこりはなんこでしょう ⑤ ２ めあてを設定する。 てにつなげる。
か。

○挿絵や具体物を提 (1) 課題の内容を把握す きちんとならんでいない数をかけ算でもとめ
示し，減法の場面 る。 てみよう。
を具体的にとらえ ・何が分かっているか。
させる。 ・何を求めるのか。
○チョコレートのい (2) 立式する。 見 ３ 解決の見通しをもつ。 ○１つ分のまとまり
ろいろな取り方の 【式】11－２ 通 (1) 解を確かめる。 の数を自分で決め
多様性に気付かせ す (2) 解決方法の見通しを てよいことに気付
るにする。 ４ めあてを設定する。 ③ もつ。 かせる。

・○ずつのまとまりを
，11－２のけいさんをいろいろなしかたでかん つくる。 ○学習の内容や手順

がよう。 ・真ん中で分ける。 時間等を明確に指
16 ・星を並べ直す。 示しておく。

☆☆
☆☆

☆☆☆☆
☆☆☆☆
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指導上の留意点 主な学習活動（第１学年） / 主な学習活動（第２学年） 指導上の留意点過程 位置 時間 過程

○具体物を実際に操 ５ 解決の見通しをもつ。 見 調 ４ 自力解決をする。 ○解決に要する時間
作させながら，い (1) 解の予想をする。 通 べ 【２×６】 や，解決結果をま
ろいろな計算方法 (2) 解決方法の見通しを す る とめる手順等を小
があることに気付 もつ。 ⑧ ⑫ 黒板にまとめ，掲
かせ，減々法にも ・11を１と10に分けて 示しておく。

。（ ）目を向けさせてい ２を引く 減加法
く。 ・２を１と１に分けて ○多くのプリントを

11から引く。 用意し，解決方法
（減々法） 【４×３】 と式を書き込ませ

るようにする。
○解決に要する時間 ６ 自力解決をする。 調
や，解決結果をま べ ○方法別に分類でき
とめる手順等を小 【減加法】 る るように，板書の
黒板にまとめ，掲 ①10から２を取る。 ⑧ 仕方を工夫する。
示しておく。 □□□□□□□□□□ □

【３×４ 【６×２】 ○できるだけ多くの】
○ブロックを操作さ ②８と１をたす。 解き方で式をつく

。せながら考えさせ □□□□□□□□←□ らせるようにする
る。

○解決にとまどって
○解決にとまどって いる子どもには，
いる子どもには， 前時の学習を参考
前時の学習を参考 【乗法の和 】 にさせたり，ヒン（２×２＋４×２など）
にさせたり，ヒン トカードを与えた
トカードを与えた り，教育機器を活
り，教育機器を活 【減々法】 用したりする。
用したりする。 ①11から１を取る。

□□□□□□□□□□ □
○解決結果を小黒板
にまとめさせる。 ②10から１を取る。 練 ５ 考え方を発表し，話し ○学習リーダーの進

□□□□□□□□□□ り 合う。 行で，解決結果を
○早く終わった子ど 上 発表させる。
もは，発表の準備 げ ・準備の確認
をさせておく。 る ・発表者の指名

⑩ ・質問，意見
○立式した根拠（任

５ 意のまとまりのい
くつ分）を発表さ
せるようにする。

○子どもの発表後， ７ 考え方を発表し，話し 練 ６ 学習のまとめをする。
ブロックを用いて 合う。 り きちんとならんでいない数でも，１つ分の大
計算方法を確認し 上 きさのいくつ分で，かけ算の式で求めることが
ていく。 げ できる。
○減加法は被減数を る ○任意のまとまりの
分解する方法であ ⑧ いくつ分でかけ算
り，減々法は減数 の式がつくれるこ
を分解する方法で とを押さえる。

，あること気付かせ
その違いを明確に ８ 練 ７ 練習問題をする。 ○学習リーダーの進
する。 習 かけ算の式を使って全 行で，答えを発表

， 。○問題に応じて，解 す 部の数を求めましょう。 させ 確認させる
きやすい方法を使 る ① ② ○早く終わった子ど
って解いていいこ ⑩ もには別のプリン
とを押さえる。 ８ 学習のまとめをする。 トを用意し，取り
ひきざんには，ひくかずをわけてけいさんす 組ませる。
るやりかたがある。

○自己評価カードに ９ 本時の学習を振り返り ま ５ ま ８ 本時の学習を振り返り ○自己評価カードに
記入させる。 次時の学習内容を知る。 と と 次時の学習内容を知る。 記入させる。
○学習の成果を異学 (1) 振り返りカードに記 め め (1) 振り返りカードに記 ○学習の成果を異学
年にも知らせ，賞 入する。 る る 入する。 年にも知らせ，賞
賛を与える。 (2) 感想を発表する。 ⑤ ⑤ (2) 感想を発表する。 賛を与える。

(3) 次時の学習内容を知 (3) 次時の学習内容を知
る。 る。

☆☆

☆☆
☆☆☆☆

☆☆☆☆

☆☆

☆☆
☆☆☆☆

☆☆☆☆

☆☆

☆☆
☆☆☆☆

☆☆☆☆

・・

☆☆☆☆

☆☆☆☆

☆☆☆☆

・・
☆☆☆☆

☆☆☆☆

☆☆☆☆

・・
・・

☆☆☆☆☆☆

☆☆☆☆☆☆

☆☆
☆☆

☆☆☆☆

☆☆☆☆

11 － ２＝ ９

10 １ ②
９

①８

11 － ２＝ ９

１ １

①10

②９
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